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1. 研究の背景と目的 

 新しい時代における商店街のあり方が大きな問題

となっており，これまでも様々な取り組みが計画，

実施されている．それらは，必ずしもすべてが成功

しているとは言えず，どのように進めていけばよい

か，試行錯誤を繰り返している．このような社会の

計画に対する問題では数理解析的な知識は必要不可

欠であるが，それだけでは限界があり，人間行動の

普遍性に関する知識も必要となる１）．しかし，この

人間行動の普遍性に関して，量的なパラメータは存

在せず，質的なパラメータしか存在しえない． 

 そこで本研究では質的なパラメータとして「信頼」

を採用し，性質及び構造を心理学分野などの知見か

ら探り，そこに「時間」という要素を取り入れた構

造モデルの作成を試みた． 

本研究の目的は天神橋筋三丁目商店街でアンケー

ト調査を行うことで「信頼構造」に「時間」が影響

し得るのかを検証すること，また，「信頼構造」にお

いて商店街ではどの要件が欠けていて，どのような

影響が出ているかを考察し，商店街の魅力向上と活

性化につながる提案を行っていくことである． 

 

2. 信頼の構造分析 

 信頼には大きく分けて２つの種類がある．それは

「能力に対する期待」と「意図に対する期待」であ

り，本研究では「意図に対する期待」を考える． 

 信頼には，「自身がひどい目に合わないかどうか」

という判断基準に基づき「得難いが失いやすい」と

いう非対称性を持っているが，一方で，「事前の信頼

レベルが高ければ失われにくくなる」という二重非

対称性も持っているといった性質がある．信頼され

るための条件としては，「誠実である」，「自身に足り

ない動機づけを補ってくれる」，「その人自身も動機

づけが高い」の３つが挙げらる²）．これを基に，「時

間」経過により信頼度が変化していくのではないか

という仮説を加え，「時間」の要素を入れ作成した信 

 

頼の構造モデルが図 1 である．これは，価値観の一

致や仲間意識という環境的要因をバックグラウンド

とし，相手が誠実で，自身に足りない知識や動機づ

けを補ってくれ，相手自身も動機づけが高ければそ

の相手を信頼しようと思う，ということである． 

 

 

図 1 信頼の構造モデル（仮説） 

 

3. アンケート調査 

 アンケート調査は，平成 22 年 11 月 23 日（火）と

26 日（金），28 日（日），29 日（月）の 9 時～21 時

に天神橋筋三丁目商店街来訪者に対して，インタビ

ュー形式で行った．調査票の質問内容は表1に示す．

本研究で主に利用した内容は問 1，問 2-7）9），であ

る．全体の有効回答数は 413 票であった． 

 

表 1 アンケート調査票の内容 

 

 

 アンケートの結果を次に示す．信頼の時間変化に

よる影響を問う質問の回答結果は，表 2 に示す通り

であった．これを見る限りでは，信頼の時間経過に

よる変化は見てとることが出来なかった． 

 

問1
問2 1）～6）
問2 7）,8）
問2 9）
問3

基本事項（性別，年齢，住所，職業）
買い物調査（目的，店名）

信頼調査（構造モデル，信頼の点数）

イベントについて

質問項目

信頼の時間変化（前回利用日，信頼変化）
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表 2 信頼の時間変化 

 

 
図 2 信頼の構造モデル（完成形） 

 

 図 2 のモデルの中でどの要件が欠けているかを問

う質問（①，②は「誠実さ」，③は「知識」，④は「動

機付け」，⑤，⑥は「相手の動機付け」）の結果は表 3

に示す通りであった．この結果「自分に足りない動

機づけを補ってくれる」と「相手自身の動機付けが

高い」という項目が信頼の構造モデルにおいて欠け

ているということが分かる．つまり「動機づけを補

ってくれる」，「相手自身の動機付けが高い」状態に

なれば商店街の信頼度は上がるということである． 

 

表 3 アンケート結果：問 2-7） 

 

 

4. 商店街への提案 

 アンケートで得られた結果を商店街の内容に変換

すると「図 3 の消費者行動モデル³）における「問題

認識」と「評価・選択」に商店街が関与できておら

ず」，「店主・店員が商品を好きそうに見えない．店

主にプライドがあるように見えない．」となる．この

問題の解決には，商店街内外に新鮮さを演出する工

夫や，来訪者との関係を知り合いや顔なじみの関係

へと変化させるような工夫をすべきである． 

 

図 3 消費者行動モデル 

 

5. 結論 

 本研究からは，信頼の構造モデルに「時間」の要

素が影響することは確認できなかった．しかし，こ

れはアンケート項目が多すぎたことや他が変化しな

いといった条件の設定などが原因で上手く検証しき

れていない可能性があることを付記しておく． 

 また，現在の商店街は質的なパラメータとして「信

頼」を採用した場合，「自分に足りない動機づけを補

ってくれる」と「相手自身の動機付けが高い」とい

う項目が欠けていることが分かった．つまり，商店

街へ来る動機付けや店主・店員の動機付けが低いと

いうことである．これらを，声かけ・話しかけ等で

来訪者と親密な関係を築く方法により改善すること

で商店街の信頼構造が完成し，それによって魅力あ

ふれる商店街へと変化し，商店街の持続的な発展が

期待されよう． 

 本研究は，文部科学省 2010 年度私立大学戦略的研

究基盤形成支援事業「社会的信頼システム創生プロ

ジェクト」の一環として行ったものである．また，

本研究を進めるにあたり，天神橋筋三丁目商店街店

主・店員・来訪者にご協力いただきました．ここに

謝意を表します． 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
そう思わない 1 8 4 7 16 11 28

ややそう思わない 2 3 2 4 17 12 24
関係ない 3 73 77 102 190 168 160

ややそう思う 4 93 105 92 80 82 82
そう思う 5 225 214 196 97 124 111

402 402 401 400 397 405
4.303 4.301 4.162 3.563 3.746 3.618

どういう時に信頼出来ると感じるか

有効回答数
平均

誠実である
自分に足りない知識や
動機付けを補ってくれる

相手自身の動機付けが
高い
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